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Ⅲ 考察と今後の課題
１．分析と考察
今回の検証において、以下のことを想定した。
アウトリーチを生かした授業実践後、各クラスの子どもたちが書いた感想文を音楽科担当教諭より、後日見せて
もらうこととなった。子どもたちの全体的な傾向を見るため、自由記述としてもらっていた。その結果、90%以上
の児童が良かった、感動したといった感想を書いている。多くの子どもたちが和楽器の生演奏を聴いたり、体験を
おこなうことで、少なからず心動かされた様子がうかがえた。
以下、取り組みを終えての子どもたちの感想・意見を紹介する。おおむね、生徒の感想・意見は、上記の検証の
視点②③に関するものに分けられた。
コンサートについて、以下のような感想・意見が多くあった。検証の視点①②③に関わる文言に番号をふってい
る。
「音楽の授業できいた「春の海」と②比較して生演奏をききました。思った以上のはくりょくで、「こと」は13本
もの糸がはりめぐらされていて、すごくせんさいだなと思いました。」「CDできくのとはちがい、②生演奏は体育館
に音がひびき、音色が近くできけたので、すごくきれいでした。」生演奏について書かれているものが多く、その
聴いた感激を書いている。「きれいな演奏ありがとうございました。音楽の時間に「春の海」をきいたけれど、②
実際に本物を見た時、ぜんぜんちがって、はくりょくがあった。」楽器を目前にし、生演奏を聴いたことで、興味
や関心が生じているのである。
以上のように、喜びや満足をあらわす感想が多く見られた。学校独自での授業と比較すると、やはりアウトリー
チを生かした授業では、子どもたちの興味・関心が高いことがわかる。特に日頃触れる機会が少ない和楽器学習に
おいて、生演奏を聴くことの重要性を確認することができる。
次に、和楽器体験活動については以下の感想が多く見られた。
「②③実際に生演奏のことをひかせてもらいましたが、難しく疲れました。でも、またやってみたいです。
②体験してみて、ひき方やふき方がかなりどりょくしないとふけないことがわかりました。本当にありがとうござ
いました。」「②③演奏をきいていたら、ことや尺八がえんそうできるんじゃないかなあと思っていたけれど、実際
にやってみたら、なかなか尺八は音がでないし、ことは親指だけでも大変だったので、すごいなあと思いました。
また聞きたいです。」
実際に楽器に触れ、演奏する経験ができたことに興味関心を持ち、喜びやとまどいを感じている様子もうかがえ
る。そういった中で、また、やってみたい、という意欲を表す感想は多く見られた。
次に、音楽科教諭からの意見として、「やはり、②生演奏は興味関心を持ってよく聴け日本の音楽についての興
味付けとなっていた。」「②③３つのグループに分け体験学習できたのも良かった。」「①プログラムの提案や事前学
１．これまでの課題を解決するコーディネーターの役割りを果たし、学校、和楽器伝承グループのつながり
を深めることができる。
２．学校独自での授業とアウトリーチを生かした授業を比較検証し、和楽器学習における体験学習の重要性
を確認する。
３．「我が国の音楽文化」の取り扱いが進んでいない状況から、音楽科改善の視点において、さらなる充実・
発展を目指すことができる。
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習もできていたので、有意義な体験学習になりました。」「②「もみじ」「ふるさと」など共通教材でもあるので、
日本の楽器をバックに歌うことができて良かった。」③今後、年間計画に組み入れられたらと思う。」
十分であったとは言えないが、コーディネーターとして、学校側と伝承グループの思いをすり合わせ、調整した
ことで、満足の得られる取り組みとなったのである。
また、子どもたちと一緒に参加いただいた学校長は、学校の全児童、保護者に向けて、以下のメッセージを発信
されていた。
「５年生が和楽器演奏を鑑賞し、各楽器の演奏体験を行いました。これは、①奈良学園大学で音楽科教育を指導
しておられる瀧明先生のご紹介により実現したもので、生田流筑紫会 箏曲・三絃教授飛梅司大師範・篠原歌鶯先
生をはじめ鶯美会の皆さまにお越しいただきました。②③事前の学習で少しは和楽器や邦楽について学んでいたも
のの、生の演奏で聴くのは初めてという児童が多く、どんな響きや音色なのか、どのように演奏するのかに大いに
興味を持ったようでした。」・・・ホームページより
音楽科の授業で、和の楽器のアウトリーチの受け入れは初めてということで、まず、校長先生に趣旨説明を行い
賛同を得、音楽科教諭と連絡を取り合いながら実現したわけだが、その効果や有益性を十分知っていただけたと言
える。
さらに、地域の和楽器伝承グループからは「思った以上に①子どもたちが一生懸命聴いてくれたので良かった。
今後も子どもたちが興味をもって聴く機会、触れてみる機会があればと思う。」
という満足がうかがえるメッセージをいただいた。和楽器演奏のためには、楽器の準備、運搬と労力がかかり、高
年齢化するグループにとっては重労働でもある。和楽器伝承グループや楽器店の計らいで、尺八は練習用の楽器も
用意されている。子どもたちに是非、伝えていきたいという思いは大変強く、実現しているとも言えるのである。
Ⅳ まとめと今後の課題
我が国の音楽文化の取り扱いが進んでいない状況から、根付かせていくために、和楽器伝承においてアウトリー
チを活用した授業がどのような影響をもたらしているかという研究を深めるとともに、和の音楽指導における位置
づけを明確にしていかねばと考える。
生演奏と体験学習をともなう日本の伝統音楽の授業は、子どもたちにとって、いかに貴重な機会となっているか
は、その後の感想文、交流での意見の数々を聞けば、実感できることである。
和楽器伝承グループとの連携では、「生の音楽に接することの少ない子どもたちに、伝統音楽を届ける」に留ま
らず、「学校教育をより質の高い学びにしていく」積極的な関わりのある活動の場にしていくことが望まれる。
この度の実践から伝承グループとともに創り上げる授業を、より良いものとしていくために、学校側の教師と伝
承グループ、子どもたちを繋ぐ役割を果たすコーディネーターの存在の大切さを、改めて確認した。演奏家と子ど
もたち、学校が求めるものについて受け入れ先の担当者と伝承家の間に入って、伝承家からの「こんなことが提供
できる」「こんな力をつけることができる」といった提案を受けたり、学校は子どもたちの様子や、「現在、こんな
授業をしているので、こういったことをして欲しい」といった情報を伝え、スムーズに進めていくのだ。伝承家の
自己満足であってはならないし、学校の要望のみに縛られてもいけない。こういった活動がより質の高い授業に結
びつくのである。
今後の課題の一つとして、授業内容、時間配分、楽器等への配慮、音楽家との意見交流など、学校と音楽家が
しっかりと打ち合わせができるよう、その体制づくりが必要であると考える。学校内では音楽科担当だけで進める
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のではなく、学校全体の教育計画の中に、年度当初から、計画的に学年の成長に応じて組み入れていくことが大事
であろう。さらに、学校と地域の文化活動が連携できる体制づくりが必要となってくるのである。和楽器伝承グ
ループや楽器店が、「子どもたちに是非、伝えていきたい」という思いで、実現しているこれらの活動は伝統文化
の継承とともに、豊かな心の育みとなっている。活動に必要な経費として、楽器運搬費、演奏家旅費、楽器準備、
レンタル費用などある。地方財政は厳しいものがあるが、学校や自治体などが、必要経費として支援していく体制
が望まれる。
本年度、新学習指導要領が公示された。６）重点課題として「創造性をめぐって」や「コミュニケーションとICT」、
「21世紀型能力」、「キー・コンピテンシー」があげられている。「生きる力」を育成するため、知識・技能の習得と
思考力・判断力・表現力等の育成のバランスを重視し、授業時数を増加し、道徳教育や体育などの充実により、豊
かな心や健やかな体の育成を明示している。育成すべき資質・能力の育みについて、音楽科における協調的な学習
や創造性、個性・特性の育みについて明確にして行く必要がある。
音楽科の目標では、現行と新小学校学習指導要領における目標は同じであり、基本理念は変わらない。
児童が思いや意図をもって音楽を表現したり、想像力を働かせながら音楽を聴いたりするなど、児童一人一人が
感性を豊かに働かせながら主体的に活動に取り組む態度を大事にし、楽しい音楽活動を展開していくことの重要性
を述べている。
伝統や文化に関する教育の充実では、和楽器、唱歌の取扱いを重視し「我が国や郷土の伝統音楽の指導の一層の
充実・歌唱共通教材の取扱いの充実※移行措置参照」「現行で〔第５学年及び第６学年〕で位置付けられている我
が国の音楽を〔第３学年及び第４学年〕にも新たに位置づけている。
音楽が大きな役割を担うものとして位置づけられていることは明確である。
「旋律楽器として、既習の楽器を含めて、電子楽器、和楽器、諸外国に伝わる楽器などの中から・・・」と従来
の楽器に加えて、和楽器があげられているのである。学習指導要領の改訂に向けて音楽科改善の視点から、さらな
る充実・発展を目指し、教育実践を深化させたいものである。
音楽を通して育んでいく心や感性は目には見えないものであり、すぐ結果があらわれるものではないが、伝統文
化や歴史遺産の尊重が改めて重要視されてきている昨今、それらの育みを行う音楽教育も重要視され、支援されて
よいはずである。教育機関、自治体、企業が連携をして地域の文化芸術を一層サポートする体制が整っていくこと
を期待したい。例えば、学校と連携した授業づくりに伴う経費負担なども可能となるはずである。そういった中で、
地域の伝統音楽伝承活動を含む文化芸術はさらに活発化していくと考える。
2011年の文部科学省白書には「文化芸術国の実現に向けて、文化芸術振興施策の推進を図ろう」ということが明
記されている。７）
伝承活動を教育現場で充実・発展させ、次の世代に受け継いでいくことは、生涯学習につながっていくものであ
り、生きる力を育んでいくと言えよう。
今後も伝承活動の取り組み内容の創意工夫を重ね、意識調査など、実践研究の深化を図っていく。
限られた授業時数の中で、学校ではこれまでの授業を見直し、停滞していた「日本の伝統的な音楽」についても
積極的に授業に取り入れ、外部人材の導入を視野に入れながら、新教育課程における年間計画を創意工夫していけ
るよう、研究を深め支援を行っていきたいと考える。
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